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ME eとgreatの発音L

今　　里　　智　　晃

I　サミュエル・ジョンソンはr英語辞如(A DictionaryoftheEnglish

Language. 1755)編纂の仕事を公けに予告するためのr企画書J　{The

Plan ofa Dictionary. 1749)のなかで,

Some words have two sounds, which may be equally admitted, as

being defensible by authority. Thus great is differently used.

(語によっては二種類の発音をもつものがあり,どちらも権威ある人物

が太鼓判を押しているので同じように認められているとしてよいのであ

ろうoかくしてgreatには違った使い方がある)

と述べている。この記述は,少なくとも18世紀半ばになってもMEeをも

つ単語の発音が全部ではないにせよまだ固定せず揺れていたことの証言記

録になる。ジョンソン博士は「権威ある人物」としてロウ(Nicholas

Row 1674-1718)とポープ(Alexander Pope 1688-1744)の脚音を引き

合いに出したOすなわちロウのseat:great,ポープのstate :greatという

カブレットである。

今日の発音から見ればstate : greatは【steit】 : 【greit】で問題はないが,

seat : greatの方は【silt] : [greit】となるから普通は脚韻を踏まない。とこ

ろが, MEaは18世紀初頭に【eiになっていたとする証拠が多いことを考

えるとstate : greatの場合は【stelt] : 【grelt】だったのであろう。他方,

ME?をもつ語のほとんどが今日【i=】になっているわけだが,もしこれが

18世紀からということであればseat : greatが【selt] : [grelt]の脚韻だっ

たとは言い切れなくなる　seatが既に【silt]になっていたとなれば,むし

ろ【slit】 : 【grilt】だったとする方が自然で無理がない.問題はgreatがある

場合には【grelt】,他の場合には【gnlt】と発音されていたかどうかである。

ジョンソン博士が1772年にこの頃のことを思い出して語った言葉をポズ
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ウェルは記録した。

… when I published the Plan for my Dictionary, Lord Chesterfield

told me that the word great should be pronounced so as to rhyme to

state; and Sir William Yonge sent me word that it should be pro-

nounced so as to rhyme to seat, and that none but an Irishman would
:I

pronounce it great.

(僕がr英語辞典Jの企画書を出した時に,チェスターフィールド卿は

僕にgreatという語はstateと韻を踏むように発音すべきだと語ったのに

対して,ウイリアム・ヤング卿は僕に伝言を寄こして,それはseatと

韻を踏むように発音すべきであって「グレート」などと発音するのはア

イルランド人ぐらいなものだと言ってきた)

チェスターフィールド卿が文人で政界の大立物なら,こなたヤング卿(Sir

WilliamYonge 1693-1755)も詩人・劇作家で,ジョンソン博士から「下

院で最高の雄弁家」 (the best speaker in the House of Commons)と析妖

をつけられた政治家である.このような人物がgreatを【grelt】と発音すれ

ばアイルランド詑りだと言っているとなれば,この時期にはまだ今日のよ

うに【greit】と二重母音化はしていないし-仮にそうであればseatも

[seit】となっていなければおかしい-そうかといって[grelt]のように【e

=]段階で韻を踏んだ可能性もない。となればseatと脚韻を踏むときの

greatは【grilt]だったと考えられるo

greatは,他のME寺をもつ語が【i;】段階まで高音化してMEeをもつ

語と同音になったにもかかわらず, break, steak, yeaとともに【i=]にな

らずに【ei】と二重母音化したとされている。一般に考えられているME?

の推移の過程は次の通りである。

ME f [eq > 【el] > 【i;】 (e.g. ME clqne>ModE [kliln] `clean')

そして例外的に,

ME f [eq > 【el] > 【ei】 (e.g. MEgrqt > ModE [greit] `great')
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となったものがあるということであった。本稿ではこの二つの音推移の跡

を特にgreatの発音を軸にして顧みて　greatにもME?の通常の発展過程

と同様に【i;]段階すなわち[grilt]という発音があったという可能性を

探り,その後何故【greit]と二重母音化したかという点についても触れて

VSSR

Ⅱ　いわゆるGreatVowel Shift (大母音推移)については, Ellis (1869

-89)やSweet (1888)'を絹矢としてDobs。n (1968Vに至る包括的な音

韻史研究でほぼその全容が明らかになった。その結果, MEの長母音には

次の音体系があったことが判明している。

q q

句

これら7個の長母音のうちMEfとMEuを除く5個がのきなみ調音点

を上げる高音化現象を引き起こし,最上位にあった2個はそれ以上高く

なって子音化することなく二重母音化した。甲Ef>ModE[ai],MEu

> ModE【au】である。もちろん規模を問わなければどの時代にも昔変化

はあったし,変化という点から見ればなにも音韻面にとどまらない。生き

た言語として使用されていく限り微妙な変化を繰り返し続けていくのが言

語の本質だとも言えるだろう:しかし, 15世紀から1800年にかけて生じた

夷語の長母音の変化の規模は他のどの時期のものに較べても顕著なほど大

きかったため,大母音推移と呼ばれるようになったわけである。そしてこ

れが結果的に中英語と近代英語とを極めて明確に弁別するものとなった。

MEの長母音とModEの音価を対応させると以下のようになる。

"E iレノ　a q git
ModE　【ail 【i;】　　【ci】 【ouI 【u;] 【aul
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この対応関係を見ると,前母音の方に後母音の整然さを欠いた部分があ

る。すなわち, ME*とME¢が完全に平行した展開を見せたのに対して,

MEぞとME卓は完全な平行関係になっていない。 ME¢がME¢との差

を縮めることなく遂には[ou]と二重母音化したにもかかわらず　ME?

の方はMEeとの差を次第に縮めて[il]段階で融合してしまったのであ

る.高さの点で同じ舌の位置をもつ後母音のME?もgreatの場合のよう

に二重母音化して　ei]となった方が通常の音変化だとみなすこともでき

る。ただし,その場合にはMEぞ> ModE [il]の昔変化の説明が必要なこ

とは言うまでもない。

ではME?は実際にどのような音変化をしたのか　Dobson (1968)の

記述をもとに隣接するMEeとMEaとともに図示してみよう。

ME　　　　　　1500　1550　16(氾　1650　17(泊　1750　1800

ME e [el】一一一【i;】

ME f [eq

ME a [a11

ME?とME?は中英語の時期にはもちろん区別されていた70'チョ-

サーらの詩人たちもそれぞれで押韻させ,両者を混同することはなかったo

そのMEeが既に1500年以前に高舌化して【i;]になったことについては,

ほとんどの正昔学者が認めている　Zachrisson (1912)やWyld (1936)

はこの証拠を提出している。

ME?は17世紀の半ば頃にはStEでも[el]になったOそれまでの状況

をDobson (1968)は,

In the fifteenth, sixteenth, and early seventeenth centuries, careful

educated StE had no close [el] sound; ME? was already [il】 and

ME q was still open [eq.

(15世紀から17世紀の初頭にかけては,教育ある人々が注意して用いる

標準語に閉じた[el]昔はなかった。というのもME?は既に[il]

になっているL ME?はまだ開いた[el]音のままだったからであ

る)
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と説明している。つまり,その期間に新しい[il]音ォME?)と[el]

音との間に空自状態が生じ,その状態は次第に上昇するMEfによって埋

め合わせられるわけにしても,とにかく17世紀の半ばまで続くことになる。

ME?が[il]段階に到達し,既に【i;]になっていたME?と融合した

のは18世紀の半ば頃とされる。

他方, MEaについては　b:段階を経て17世紀の半ばに[eI], 1700

年頃に[ell　に達したとされているが,これを受け入れると18世紀の初頭

にMEeとMEaが[el]段階で同音になったということになる　ME?

が18世紀の半ばに[il]段階でME?と融合して今日に至っていることを

考えれば　ME?は一時期MEaと同音化しながらその後再び独自の道を

進み,今度はMEeと同音化するという不可解な動きを見せたことになる。

また　wyld (1936)はMEぞ(Wyldでは/;eIまMEe)とMEaの同

音化をこう推定した。

When e was raised to [I】, e at丘rst remained unaltered. At this point

ME a and ME ai, which, as we have seen, had by this time both

been levelled under a single sound, caught up e , and thus the three

originally distinct words were all represented by the single sound 【邑】,
12)

which was tending more and more to become tense.

(elが[il]に上昇しても52は初めそのままだった。この段階でMEa

とMEαiは-既に検討したように-この頃までには融合して同

音になり　i¥こ追いついた。従って,もともと別の昔をもっていた3

種類の語がすべて[邑]という同音で表わされる阜うになり,ますま

す閉じた音になっていく傾向を見せていた)

しかし,この同音化はあくまで[巳;]段階のことであり,閉じた[el]

でない点でD。bs。n (1968)と見解を異にする.が,その違いがあったに

しても,音韻の史的発展の過程でひとたび同音になった2つ以上の音がそ

の後再び別々になるという例がないことからすれば　Wyld (1936)ち

D。bs。n (1968)もこの点では弱点になるlo"

これに対して　ME?とMEaはそもそも途中で合流などしなかったと

主張するのがHorn (1954)である。
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Me. e und a zeigen eine grobe Ahnhchkeit in lhrer Entwicklung:

beide Laute werden st云ndig gehoben. Me. a tritt in seiner

Weiterentwicklung in die Stufe ein, die me. f verlassen hat. Me. a

l云uft hinter dem me. f her, ohne as _jemals einzuholen盃(aus me. a)

wird zu f, nachdem f (aus me. f) diese Stufe verlassen hat;ぞ(aus

me. a) wird zu f, nachdem?(aus me.ぞ) diese Stufe verlassen hat.

Auf der Stufe # macht me. a Halt; die Hebung zu I findet mcht
14)

statt.

(ME?とLiは非常によく似た発展をしたo双方とも絶え間なく高音化

したのである　MEoはMEeが社れた段階に向かって進んで行ったo

MEaはMEIのあとを追いかけたが,決して追いつくことはなから

たo盃ォMEa)はqォMEぞ)がこの段階を離れた後にeにな

り　fォMEa)はeォME?)がこの段階を牡れた後にeになっ

た　MEaはe段階で止まり, l-への高音化は生じなかった)

そこでHorn (1954)の記述をもとにしてMEf, f, aの推移の過程を

図示してみると,

ME　　　　　1 450　1 5C氾　1 550　1 600　1 650　1 700　1 750　1 800
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という具合になるo上図で例えばMEfは,17世紀に入るや[el]の他に

同時にStEの「進歩的な言葉使い」infortschrittlicherSprache)では[i

;]段階に早くも到達していたということを示す。これは音価推定に正普

学者の記録を過度に評価した結果推定年代がやや遅めの感じがするDob-

sonに較べて,全体に到達年代が早めになっている。さらには「進歩的な

言葉使い」を重視した点で,Dobsonそして先行する他の史的音韻論学

者を含めて)と言語観が大きく異なるところであるIS)
。

IUMEfをもつ語は-推定年代には差が見られるにせよ-そのはと
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んどがME?と[il]段階で融合したIonそして例外的にgreat,break,steak,

yeaの4語だけがtil]段階に上がらず[el]>[ei]となったとされて

いる(結果的にPE[ei]段階でMEaと融合したことになる)。が,ここ

で問題になるのは,例えばgreatを引き合いに出せば,[grilt]の段掛ま

なかったのか,またさらにはPE【greit】への音変化を促したものは何だっ

たのかということである。

greatに[il]を充てた最初はAnon.(1695)'だったo次の18世糾二は

MEeを[il]と教えるものが多くなる18'のは当然だが,Walker(1791)

になると逆にgreatを[grilt】と発音するのは「気取った発音」(an

affectedpronunciation)という具合に変わってしまうgreaげ他のME

q-をもつ語とともに[il]段階に上昇したとはっきり述べたのはSweet

(1888)である。

Towardsthemiddleofthe18thcent,thesMn(ee)became(ii),not

onlyinsea,healetc,butalso,inthemouthsofmanyspeakers,in

suchwordsasbreak,great,whicharenowalwayspronouncedwith
20)(ei)…,whichwaspreservedbytheprecedingr.

(18世紀の半ば頃にsMn[-1600-1700年の英語]のfieは(ii)と

なったが,sea,healのような語だけではなく,break,greatのよう

な語においても多数の話し手でiiになった.ただし後者は今El常

に(ei)と発音されるが,これは先行する【r]が原因である)

sweet(1888)はgreatが[grilt]になったことを推定しながらも,先

行する子音[r]の影響で[greit]になったと仮定した21)
。しかし,他方で
preachやstreamなど同じ条件下で[il]になったままの語が多数存在す

る事実を考えると,[greit]への音変化の原因としては不十分である。た

とえ[grilt]の段階があったとしても[grilt]>[greit]という直接の音

変化はあり得ず,Lgreit]への昔変化を起こし得る前段階として[grelt],

すなわち[el]段階が想定されなければならないLuick(1914-40)は

地域方言音を証拠に出した。

NebendiesernormalenEntwicklungsindineinigenF丘Henauchmund-

artlicheLautungenindieGemeinspracheeingedrungen.Beime.fist



ME eとgreatの発音 73

dies der Falle in den Wortern great, yea, break und steak. Sie durch-

hefen zun云chst die normale Entwicklung, in der ersten Jahrzehnten

des 18. Jahrhunderts setzten sich aber die siidwestlichen Mundarten

eigene Lautung (9) fest, ・die in der Gemeinsprache um diese Zeit

dent me. a zukam, daher diese F云He sich von da an wie d-Worter
22)

weiter entwickeln.

(少数の語の事例で,このような通常の発展と並び方言の発音が標準語

に入った　ME eについては, great, yea, break, steakなどの語のケー

スがこれにあたる。これらの語は当初は通常の発展をたどったが, 18

世紀の最初の数十年間に南西部方言に特有の(e)が確定し,この音

はこの時期の標準語ではMEaに相当するものだった。それ故,以後

はこれらの語の場合もaをもつ語と同じような発展をさらにしていく

のである)

これに対してWyld (1936), Kokeritz (1953), Dobson (19682)らは

ME? > ModE[ei】をむしろ通常の音変化と規定し　MEf > ModE[il]

の方は通常のものではなかったとする立場をとった。このうちWyldは[i

=]への昔変化を地域方言音に由来する説にこだわる23'が　K。kentz　と

Dobsonは異音説をとる。

The 【i;】 pronunciation in `ME q words'does not go back to ME q at

all; it goes back to a late ME e vanant, commonly developed from ME

e m ME times, but often older still....throughout the ModE period

there was a struggle going on between two ways of pronouncing `ME e

words'; the ME variant with ME e, now become ModE [il】, gradually

displaced the more normal variant with MEぞwhose development stop-

ped at Iel] and which became identical with ME a.

(`ME?をもつ語'の[il]音はMEfに遡らない。中英語期にMEI

から一般に発展したIateME?の異音に遡るものだが,それよりも古い

場合も多い. -・・.近代英語期を通じて`MEfをもつ語'の発音には2通

りあり,双方で鏑を削っていた.つまりME#をもつMEの異音が,

MEfをもつ通常の音で【e;]段階で推移が止まりMEaと同音化した

ものに次第に取って代わり, ModE 【i;1になって今日に至るわけである)
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従って　Dobson (1968)にしてみれば, MEぞ[el] >ModE 【el] (>

PE [ei])が最終的に【i;]段階まで到達したのであれば音変化と定義でき

るが　MEfの異音[el]既にModE期の早い段階でME#をもつ語と

ともに[il]へ高舌化していた)の動きは,正確に言えば「近代英語の音

変化」 a. ModE phoneticchange)にはあたらず単に「発音法の置き換え」

(the displacement of one mode of pronunciation by another)にすぎぬと

いうことになる。しかし,これはあくまで[il]段階へ到達したのが異音

であるとする前提に立っての論議でしかない。

Horn (1954)はこれと異なりやはりMEq >ModE[il】の変化を通常

のものとし, greatのように[ei]への変化を促したのは「音調」 (Ton,

Tonbewegung)だと考えた。音調と発音の関係,前者が後者に及ぼす影

響を初めて考察したのがHornとベルリン大学だったのである。音調説を

簡単に言えば, 「高い音調」 (Hochton)の時に調音点が引き上げられると

いうことで　greatがMEq[el】 > 【e;】 > 【i;】という具合に通常の音変化

を経て,それ以上高くなり得ないところから[ji] > [ei]と下がったと

推定した。

本稿ではこの音調説をもう少し進め,

ME　　　　　1450　　1 500　　1550　　1 600　　1 650　　1 700　　1 750　　1 8∝l

・E*[eI]-叫:;ド-叫:]ト-[ill-
ill--[ill票

ME?は17世紀の後半にはStEでMEeと[il]段階で融合したが,1700

年頃から新たに一段低い異音が生じ,両者はしばらくの間併存して用いら

れた後に異音の[el]が[ei]と変化したものと考えたい。その証拠とし

て18世紀の詩に用いられた脚韻を調べてみた261(便宜上順番を変えてあ

る)0

i)great,breakなどPE[ei】をもつ語と他のME?(又はMEe)と

の脚韻:

Great:Seat(J.Pomfret),break:speak(J.Swift),great:Chert

(A.Pope),great:seat(N.Rowe,R.Burns),great:sweet(N.

Rowe,W.Whitehead),break:weak(J.Gay),breaks:speaks(J.
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Grainger), great : conceit (C. Smart)

ii) great, breakなどPE[ei]をもつ語や他のME?とMEaとの脚

音:

Great : Estate, great : Rate (J. Pomfret), Dream : same (W. Con-

greve), great : Fate, Created : hated (M. Prior), Retreat : Fate (A.

Finch, N. Rowe), Creature : Nature (J. Swift, R. Burns), great :

state (A. Pope, T. Parnell, R. Savage, J. Cunningham, T. Chatter-

ton, G. Crムbb), Great : Fate (A. Pope, T. Gray), eat : StAte (A.

Pope), eat : fate (E. Young), creates : elates (J. Thomson), break

: forsake (D. Mallet), retreat : state (I.H. Browne), mead : shade

(M. Akenside), creat : annihilate, creation : Imitation (R. Lloyd),

creates : Fates (W. Whitehead), beat : fate (T.G. Smollett), neat :

estate (J. Cunningham), greate : estate (W.J. Mickle), break : take

(W. Cowper), created : elated (H. More), break : wake (W.

Blake)

(i)のグループの右側の語は,ここには出ていないがME?をもつ語同士

あるいはME?"をもつ語と脚韻を頻繁に踏んでいるので,当然ながら.il]

音でgreatやbreakと韻を踏んだことになる.そして(i.)のグループの右側

の語はMEaをもつ語なのでむろA. Lil]段階には達せず,またこの時期

に　　　と二重母音化を起こすわけもないから,当然ながら【e;]音を示

していたと考えられる。かくして,本稿の冒頭に引用したロウのseat:

greatは【i;】,ポープのstate:greatは[el]をそれぞれ示し,これはPE

lei】をもつgreatがその前段階として18世紀の前半に[23　とともに[el]

をもっていたことを証明するものになっている。

Ⅳ　従来の音韻史はいわゆる例外というものについての配慮が足りなかっ

たように思われる　greatら4語が他のME卓をもつ語と異なる変化を受

けたのが形態上の特徴からでないとすれば,何か語の意味に音表象面での

妨げとなるものがあって,それが通常の音変化と一線を画す動きを引き起

こした原因とみなすこともできるO　もしかするとgreatは[grilt]より口

を大きく開いた[greit]の方が「大きい,広い」という概念に適合すると

無意誌のうちに感じられたのかも知れないoその意味では,従来の音韻史
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はDobsonも含めて依然として音法則の呪縛にかかった`Neogrammarian'

的性質を受け継いでいると言ってもよいであろう。
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ME e and the Pronunciation of great

Chiaki IMAZATO

ME e was a close e [el], and ME q an open [el]. They were kept

strictly apart in ME and EModE. ME? must have begun to move to-
wards [il] in the 15th century. About 1500 [il] is attested for certain.

Even when ME e was tensed to [il], ME f was still open [eI] for some

time. The raising of ME f to [el], according to Dobson 1968 , took place

at least towards the middle of the 17th century, while Horn 1954 assumes

that the development began in the latter part of the 16th century. After

that ME f was raised to [il] and fell together with the reflex of ME e.

Wyld 1936 suggests that so far as the [il] pronunciation in 'ME q

words' is concerned, StE had adopted a pronunciation developed in some

dialect. Dobson states that ME f in StE itself became [il] by a gradual

phonetic change is false. The [il] pronunciation in 'ME q words' does not

go back to ME q at all; it goes back to a late ME e variant, which has be-

come PresE [il]. Kokeritz 1953 in-of his opinion on that point. This

variant completely fell together with the reflex of ME e.

Strangely enough ME q has become PresE [ei] in four words- great,

break, steak, yea. Although it is quite doubtful whether the [ei] pronun-

ciation in all of these four words is to be explained in the same way, the

falling together with ME a under [ei] took place in the 18th century. ME

a, which has become PresE [ei], must have begun to be fronted to [al] in

the 15th century, and then through the intermediate stages [si], [el], [el
], it was finally diphthongized to [ei] about 1800.

This paper aimes to clarify the development of ME q in the Modern

English period, centering on the raising to the stage [il], and consider

when and how ME q was finally diphthongized to [ei] in four words-

great, break, steak, yea. Taking great for example, Dr. Johnson said Lord
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Chesterfield told him that great should be pronounced so as to rhyme

with state, while Sir William Yonge sent him word that it should rhyme

with seat. It was impossible for seat to rhyme with state, because the for-
mer must have been raised to [il] when the latter was tensed to [el].

Then a question arises as to how great was pronounced in the early 18th

century. To find the solution of this problem, rhyme evidences are col-

lected and examined in this paper. As a consequence of this survey, it is
made clear that great was frequently pronounced [grilt] so as to rhyme

with ME f words like seat, etc., and, at the same time, [grelt] so as to

rhyme with ME a words like state, etc.




